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✿ 桜川市の人口と世帯

【人口】 39,459 人 （ー 139）
【 男 】 19,564 人 （ー 83）
【 女 】 19,895 人 （ー 56）
【世帯】 13,732 世帯（ー 67）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和 2 年 3 月１日現在

✿ 表　紙　　　　　　　　　　

　表紙は、市商工観光課で作成
した、桜川市観光ＰＲポスター

「桜川の春」です。
　櫻川磯部稲村神社の糸桜を中
心に、背景には山桜が自生する
里山が描かれています。
　四季の中でも、特に桜川の魅
力がつまった季節である「春」
を鮮やかに表現したものとなっ
ています。

桜川の春

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

●�
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
子
育
て
と
、
就
労
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
「
放
課
後
児
童

対
策
事
業
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
事
業
」
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
面
の
支
援
策
と
し

て
、
本
年
度
か
ら
「
出
産
お
祝
い

金
」
の
支
給
や
第
３
子
以
上
に
対

す
る
「
給
食
費
の
無
料
化
」
を
行

う
と
と
も
に
、引
き
続
き
「
教
育
・

保
育
施
設
等
利
用
者
負
担
額
軽
減

化
事
業
補
助
」「
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
給
付
事
業
」「
新

入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支

給
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
に
つ
い

て
、
受
診
態
勢
の
整
備
強
化
を
行

う
と
と
も
に
、
自
ら
進
ん
で
行
う

健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
に
向

け
、
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
や
取

り
組
み
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ど
を
持

つ
よ
う
普
及
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
必
要
時
に
は
専
門
医
療
が
受

け
ら
れ
る
「
さ
く
ら
が
わ
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
」
の
安
定
的
な
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
が
活
発

化
す
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
人
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、 

相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
と
し

て
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、高
齢

者
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
っ
て
市
町
村
と
と

も
に
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
関
係
部
門
が 

連

携
し
な
が
ら
、
特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
や
保
健
指
導
に
取
り
組

み
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
き
が
い
を
育
む
学
び
の

ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

　

次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
た
ち

が
「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
な
ど
調
和
の
と

れ
た
子
ど
も
に
成
長
し
「
生
き
る

力
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
苗
木
の
育
成
体
験
を
通
し

て
、
郷
土
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
英
語
教
育
を
推
進
し
、
国
際
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
を
も
と
に
、
保
護
者
や
地

域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

市
民
が
生
涯
学
習
に
自
発
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
学
習
で
き
る

機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
真
壁
伝
承
館
・
岩
瀬
・
大
和

公
民
館
を
中
心
に
、
市
民
が
活
用

し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　

地
域
教
育
力
の
強
化
を
図
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
が

健
全
に
の
び
の
び
と
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
、
市
民
と
と
も
に
モ

ン
ゴ
ル
射
撃
選
手
団
を
お
も
て
な

し
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た「
真

壁
の
町
並
み
」
や
「
真
壁
城
跡
」

に
つ
い
て
も
保
存
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
ま

ち
づ
く
り

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
非
常
時
の
対
応
・

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
・
防

災
意
識
の
高
揚
や
、
災
害
時
に
お

け
る
行
動
力
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
地
域
で
の
防
災

訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
と
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
、
市
か
ら

の
災
害
情
報
を
市
民
に
対
し
確
実

に
届
け
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
「
防
災

ア
プ
リ
」の
導
入
を
い
た
し
ま
す
。

●
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
体
制
の
充
実
と
、
正
し
い
消
費

知
識
の
習
得
や
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協

力
し
、
市
民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ

く
り

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
経
営

感
覚
に
優
れ
た
農
業
者
の
育
成
な

ど
を
推
進
し
、
地
産
地
消
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
観
光
産
業

と
連
動
し
た
魅
力
あ
る
農
業
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
村
環
境
の
整
備
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策

室
と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
と
防
御
に
繋

が
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
環
境
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発

の
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し
た
経

営
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
石
材
製
品
の
市
場
や
販
路

の
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
方
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

進
出
企
業
に
対
す
る
税
制
上
の
優

遇
制
度
、
市
内
の
遊
休
地
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
道
路

の
整
備
な
ど
企
業
の
立
地
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
新
た
な
雇
用
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
企
業
誘
致
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和２年度	令和２年度	 施 政方針施政方針
　令和２年３月３日～　令和２年３月３日～ 1616 日の会期で開催された、第日の会期で開催された、第
１回桜川市議会定例会で、令和２年度の市政運営に１回桜川市議会定例会で、令和２年度の市政運営に
向けて、大塚市長が施政方針を述べました。向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　本月号で、その概要をお知らせします。
　なお、令和２年度予算の概要については、来月号　なお、令和２年度予算の概要については、来月号
に掲載します。に掲載します。

桜川市長　桜川市長　大大
お お つ かお お つ か

塚塚  秀秀
ひ で きひ で き

喜喜

地域医療の基盤となる「さくらがわ地域
医療センター」

昨年 6 月に雨引小学校で市内 3 校目とな
るICT技術を用いた英会話交流事業が開始

市民の安全を守る市消防団による出初式

令和2年度　施 政 方 針

23 さくらがわ　2020.4.1 さくらがわ　2020.4.1



●
観
光
の
振
興

　

国
の
名
勝
指
定
の
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
や
、
多
数
の
登
録
文
化
財

を
有
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
雨
引

観
音
」
な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源

と
と
も
に
、
新
た
な
地
域
資
源
で

あ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
や
「
筑
波

山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
ど
を
活

用
し
、
各
方
面
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
や
す
い
誘
導
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
桜
川

市
の
顔
と
な
る
始
発
点
の
Ｊ
Ｒ
岩

瀬
駅
前
の
拠
点
整
備
を
は
じ
め
、

市
内
ル
ー
ト
の
環
境
整
備
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55

万
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
つ
き
ま
し

て
は
「
日
本
一
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

里
」
と
し
て
全
国
に
向
け
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
暮
ら
し
の
ま
ち
づ

く
り

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る 

新
た
な
土
地
利
用
制
度
の
適
切
な

運
用
と
、
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
に
お
け
る 

新
た
な
都
市
拠
点
の
形
成
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　

市
内
全
域
を
対
象
に
景
観
法
に

基
づ
く
景
観
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
方
に
助
成
金
を
支
給
す
る
「
定

住
促
進
助
成
金
制
度
」を
継
続
し
、

民
間
活
力
に
よ
る
良
好
な
住
環
境

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
、
当
市
真

壁
地
区
と
石
岡
市
八
郷
地
区
を
結

ぶ「
上
曽
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）整
備

事
業
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多

い
、
そ
の
他
の
市
道
お
よ
び
排
水

整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
・
必

要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
の
補
修
・
修
繕

な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
安
全

確
保
を
図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
の
充
実

　

新
た
に
、
公
共
交
通
の
空
白
地

域
で
市
内
巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行
の
実

証
実
験
を
行
い
、
公
共
交
通
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
広
域

連
携
バ
ス「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
」と

あ
わ
せ
、
今
後
も
市
民
が
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、桜
川
市
に

ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
の
整
備

　

農
業
集
落
排
水
事
業
と
公
共
下

水
道
事
業
が
、
今
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
へ
と
移
行
し
、
下
水
道

事
業
会
計
と
し
て
一
つ
の
会
計
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
、
更
に
効
率
的
な
事
業
運

営
を
図
り
、
年
次
計
画
に
よ
り
、

供
用
開
始
区
域
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
接
続
率
の
向
上
を
目
指
し
、

普
及
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
上
水
道
の
整
備

　

安
全
で
お
い
し
い
飲
料
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
水
質
管

理
や
老
朽
施
設
、
老
朽
管
の
改
善

を
図
り
、公
営
企
業
と
し
て
の
経
営

の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
な
ど
の

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
も
と
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
た
め
の

市
民
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
や
水
質
の
監

視
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
悪

臭
や
野
焼
き
、
犬
の
フ
ン
害
な
ど

の
公
害
苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化

や
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く
自
治
の
ま

ち
づ
く
り

●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
行
政

情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

と
市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
に
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

組
織
経
営
と
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
充
実

　

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

で
き
る
組
織
機
能
の
見
直
し
を
行

い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
能
力
開
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
源
確
保
対
策
の
推
進
と
し

て
、納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

不
良
債
権
に
対
し
、
差
押
え
、
公

売
を
実
施
し
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
重
要
度
の
高
い
事
業
へ

の
予
算
配
分
を
行
い
、効
果
的
な

予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ナショナルサイクルルートに認定された
「つくば霞ヶ浦りんりんロード」

市の公共交通を担う広域連携バス「ヤマ
ザクラGO」
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